
第 3回 臓器移植に係る普及啓発に関する作業班
議事次第

日時 :平成 22年 2月 2日 (火 )
15:00～ 17:00

場所 :厚生労働省 共用第 7会議室

1開 会

2議 事
(1)改正臓器移植法の一部施行について
(2)今後の検討課題とスケジュールについて
(3)その他

3閉 会
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「臓器の移植に関する法律施行規則の一部を改正する省令」  

について（概要）  

1 改正の概要  

① 脳死判定又は臓器摘出を行った医師が作成する記録等について、   

親族に対し臓器を優先的に提供する意思に関する規定を加えること。  

＜改正箇所＞臓器の移植に関する法律施行規則第5条・第6条  

＜根拠規定＞臓器の移植に関する法律第10条第1項  

② あっせん機関は、臓器の摘出を受けた者が生存中に親族に対し臓   

器を優先的に提供する意思を書面により表示していた場合であって、   

当該意思により当該親族が移植術を受けたときには、その作成する   

帳簿に次の書類を添付すること。   

一 臓器の摘出を受けた者が生存中に親族に対し臓器を優先的に提   

供する意思を表示した書面の写し   

二 臓器の摘出を受けた者と当該臓器を使用した移植術を受けた者   

との親族関係を明らかにすることができる書類  

＜改正箇所＞臓器の移植に関する法律施行規則第13条  

＜根拠規定＞臓器の移植に関する法律第14条  

2 施行日   

平成22年1月17日   



l蒜料2．  
「臓器の移植に関する法律」の運用に関する指針（ガイドライン）  

の一部改正について  

改正の概要  

（1）親族の範囲  

臓器を優先的に提供する意思表示に関して、法律に規定する「親族」の範囲   

は、立法者の意思を踏まえて限定的に解釈し、配偶者、子及び父母※とする。  

※ 配偶者は、いわゆる法律婚に限り、事実婚は含まない。  

子及び父母には、特別養子縁組（子の利益のため特に必要と認められる場合に、  

家庭裁判所の審判により成立する養子縁組）による養子及び養父母を含む。  

（2）親族優先提供の意思表示  

（D親族優先提供の意思は、臓器提供の意思に併せて、書面により表示する。  

②優先提供する親族を指定した意思が表示（個人名を記載）されていた場合   

も、その者を含む親族全体へ優先提供する意思表示として取り扱う。  

（3）留意事項   

① 親族優先提供の意思表示があった場合でも、医学的な理由から、必ずしも   

親族に対し移植術が行われるとは限ちない。  

② 親族優先提供を目的とした自殺を防ぐ必要があるため、移植希望者（レシ   

ピエント）登録をした親族がいる者が、親族優先提供の意思表示を行い、自   

殺を図ったときは、親族への優先提供は行われない。   

※ この場合、親族も含めた移植希望者全体から、医学的基準により移植を受ける  

者を選定する。  

③ 親族以外の者に優先提供する意思が、臓器提供の意思に併せて表示されて   

いた場合は、優先提供に係る意思表示については無効となる。  

④ 臓器の提供先を限定し、その他の者への提供を拒否する意思が明らかであ   

る場合は、親族に限定する場合も含め、脳死・心臓死の区別や臓器の別に関   

わらず、脳死判定及び臓器摘出は見合わせる。  

施 行 日  

平成22年1月17日   



臓器の移植に関する法律の一部を改正する法律（平成21年法律第83号）の概要  

1 臓器摘出の要件の改正   

移植術に使用するために臓器を摘出することができる場合を次の（D又は②のい   

ずれかの場合とする。  

① 本人の書面による臓器提供の意思表示があった場合で挙って、遺族がこれを   

拒まないとき又は遺族がないとき（現行法での要件）。   

② 本人の臓器提供の意思が不明の場合であって、遺族がこれを書面により承諾   

するとき。  

2 臓器摘出に係る脳死判定の要件の改正   

移植に係る脳死判定を行うことができる場合を次の①又は②のいずれかの場合   

とする。  

（D 本人が   

A 書面により臓器提供の意思表示をし、かつ、   

B 脳死判定の拒否の意思表示をしている場合以外の場合   

であって、家族が脳死判定を拒まないとき又は家族がないとき。   

② 本人について   

A 臓器提供の意思が不明であ・り、かつ、  

B 脳死判定の拒否の意思表示をしている場合以外の場合   

であって、家族が脳死判定を行うことを書面にょり承諾するとき。  

3 親族への優先提供   

臓器提供の意思表示に併せて、書面により親族への臓器の優先提供の意思を表   

示することができることとする。  

4 普及・啓発   

国及び地方公共団体は、移植術に使用されるための臓器を死亡した後に提供す   

る意思の有無を運転免許証及び医療保険の被保険者証等に記載することができる   

こととする等、移植医療に関する啓発及び知識の普及に必要な施策を講ずるもの   

とする。  

5 検討   

政府は、虐待を受けた児童が死亡した場合に当該児童から臓器が提供されるこ   

とのないよう、移植医療に従事する者が児童に対し虐待が行われた疑いがあるか   

どうかを確認し、及びその疑いがある場合に適切に対応するための方策に関し検   

討を加え、その結果に基づいて必要な措置を講ずるものとする。   



臓器の移植に関する法律（現行法）と改正法 比較表  

現行法   改正法  

1   親族に対する   ○当面見合わせる（ガイドライ  ○臓器の優先提供の意思表示を認  平成22年  
優先提供  

ン）   める   1月17日  

○本人の生前の書面による意思  ○本人の生前の書面による意思表   

表示があり、   示があり、家族が拒否しない又は  
家族が拒否しない又は家族が  

脳死判定・  いないこと   
じ）  

臓器摘出の  又は  

要件  ○本人の意思が不明（拒否の意思  
2  表示をしていない場合）であり  

家族の書面による承諾があるこ  
と  

平成22年  

小児の取扱い   15歳未満の方からの臓器提供が可  7月17日   

能となる  

普及・啓発  
○運転免許証等への意思表示の記  

3  

活動等   
（規定なし）  載を可能にする等の施策   

○虐待を受けて死亡した児童から  

4   
被虐待児への   

（規定なし）  臓器が提供されることのないよ  
対応  

う適切に対応  



改正法の施行に向けた検討課題及びスケジュールについて  

1．検討課題  

Ⅰ．小児からの臓器提供に関する課題   

1 小児の脳死判定基準等について  

2 被虐待児の取扱いについて  

315歳未満の者による拒否の意思表示について  

Ⅱ．本人が意思表示していない場合における臓器提供に関する課題   

1 意思表示していないことの確認について   

2 脳死判定一膳器摘出について承諾する家族・遺族の範囲について   

3 有効な意思表示ができない者の取扱いについて  

Ⅲ．普及啓発等に関する課題  

1 臓器提供意思表示カードについて  

2 意思表示登録システムについて  

3 普及啓発の対象者と啓発方法について   

4 普及啓発の内容について  

Ⅳ．臓器移植の実施に係る課題．  

1 ドナー適応基準及びレシピエント選択基準の見直しについて   

2 臓器移植に係る体制整備について  

2．改正法の施行に向けたスケジュール（案）   

施行期日は公布の日から起算して1年を経過した日（平成22年7月17日）と規定  

されている（親族優先提供に係る部分については、公布の日から起算して6月を経過  

した日（平成22年1月17日））。   

具体的スケジュール（案）については、別添1参照。   



○炭淵底彦視線行言ぞのスケジュ「ル偵訂  

2010（平成22）年   1月    2月  3月  4月  5月  6月  

題憐  
☆  口  17日施行  

平成22年1月17日施行  

小児の脳死  

〃l励lらの  （厚生労働手  

彪器題傑  ｝  

平成22年7月17日施行  

専門家の作業班で  
・小児の脳死判定基準  ＞  ☆  
・虐待を受けた児童の  
取扱い 等  

7 月  

lコ∠ゝ 、  三 封ゝ  関  係機関     17  

（30日間）  フ イ  への  
日  

羞（月1回程度開  

普及度発芽  ン  周   
の  
改  

行  

平成22年7月17日施行  正  

専門  
一臓器提供意思表示カー  
ドについて  ＞  

・臓器提供意思登録シス  
テムについて  

・普及啓発手法の検討  
等   
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○意思表示していないことの確認について  

○脳死判定・臓器摘出について承諾する家族・遺   

族の範囲について  

○有効な意思表示ができない者の取扱いについて  

○親族優先、小児からの臓器提供等に伴う  

ドナー適応基準、レシピエント選択基準について  ○臓器提供意思表示カードについて  

○意思表示登録システムについて  

○普及啓発の対象者と啓発方法について  

○普及啓発の内容について  ○／ト児の脳死判定基準  

○臓器提供施設の体制整備  

（脳死下での小児臓器提供を行う施設としての要件）  

○臓器移植における虐待を受けた児童への対策等  

研究代表者：貫井英明先生  

研究分担者：横田裕行先生、山田不二子先生  

畑澤順先生  

研究期間：平成21年度  

○ドナー適応基準、レシピエント選択基準について  

○臓器移植に係る体制整備について  等  



今後の検討課題について  

臓器提供意思表示カードや、運転免許証・健康保険証等での意  

思表示方法  

課題1  

［検討事項］  

（1）運転免許証や保険証等における、臓器提供の意思をどのように表示し  

ていただくか。（標準的な記載事項は何か。）  

（2）親族優先提供の意思表示について、どのように取り扱うか。   

案（か 現行の意思表示カードの様式のままとし、余白に親族優先提供  

の意思を表示していただく。   

案② 現行の意思表示カードの様式に、「余白に優先提供の意思を表  

示できる旨」の説明を新たに設け、余白に親族優先提供の意思を  

表示していただく。   

案③ 現行の意思表示カードの様式に、親族優先提供の意思を記入す  

る欄を作成し、意思を表示していただく。   

※いずれの実においても、パンフレット等に親族優先の注意事項を記  

載する。  

（参考：臓器移植委員会における主な意見）  

○ 親族優先提供は例外的な制度であり、特別な記載欄を設ける必要はないと考   

える。空欄に書けるようにしておけば良いと考える。 

○ あえて専用の記入欄を設ける必要はないと思う。しかし、親族優先提供の意   

思が表示できることを知らせることは重要である。法律が変わったのに知らな   

かったというのは良くないと考える。  

○ 法律で認められた意思表示なのだから、それを記入する欄はあった方が良い。   

運転免許証であれ保険証であれ、しっかりと書けるようにしておく方が良いと   

考える。  

O 「O」を付けるのと、例えば「親族優先」と書くのでは、人間の行動として重   

みが異なってくると考えられる。  

○ 親族優先提供の意思が表示できることを、始めから示さないとすることは良   

くないが、臓器提供意思登録システムではかなり慎重に意思登録するような仕   

組みにしているのに、カードであれば「O」を付ければ簡単に意思表示できる   

となると違和感がある。   



改正法の施行に向けた周知等  課題2   

［検討事項］   

（1）周知する内容、対象  

改正法の施行に伴う小児からの脳死下での臓器提供が始まること等も   

踏まえ、．改正内容の周知や臓器移植に関する知識の啓発普及をどのように   

行っていくか。   

（内容） 改正法の内容（法改正の概要、7月施行分の制度の詳細）、その  

他臓器移植に関する事項のうち、重点をおくべき事項は何か。   

（対象者）効果的な普及啓発を行うためには、どのような対象に重点をお  

くか。   

（2）周知のスケジュール及び周知媒体  

親族優先提供に係る周知スケジュール（別添3参照）及び現行啓発資料   

（別添4参照）をどのように活用するか。他の媒体は活用できないか。  

意思登録システムの今後の活用方策  課題3   

［検討事項］   

改正法の施行も踏まえ、意思登録システムの活用をどのように図  

っていくか。また、今後のシステム見直しをどのように考えるか。  

（現状の課題）15才未満の意思表示を登録する手段  

インターネットが接続出来ない環境にある方への対応  

登録情報の更新  

医療機関による登録情報へのアクセス  

等   



親族優先提供に対応する意思表示カードイメージ（案）  

（現行意思表示カードの  余白に優先提供の意思を表示）   
《哀変当する1．2．3．の番号を○で囲んだ上で  

提供したい臓器を○で囲んで下さい〉  
1．私は、脳死の判定に従い、脳死後、移植の為に○で囲んだ臓器   
を提供します。  （Xをつけた臓器は提供しません）  

心臓・肺・肝臓・腎巌・膵臓・小腸・眼球・その他（）  

2．私は、心騰が停止した死後、移植の為に○で囲んだ臓器を提供   

します。  （Xをつけた臓器は提供しません）   

腎臓・膵巌・その他（）  

3．私は臓器を提供しません。  

署名年月日：  年  月   日  

本人署名（自筆）：  

家族署名（自筆）：  

（可能であれば、この靂恩舞示カードを樽、つていることを知っている書換が、モのことの緻琵の為に雷名してくださLl。）  

※ただし、パンフレット等に親族優先の注意事項を記載する。  

案②（現行意思表示カードの様式に、「余白に優先提供の意思を表示できる」旨の  
説明記載）   

〈該当する1．2．8．の番号を○で囲んだ上で  
提供したい臓器を○で囲んで下さい〉  

1．私は、脳死の判定に従い、脳死後、移植の為に○で囲んだ騰奉   
を提供します。  （×をつけた臓器は提供しません）  
心臓・肺・肝臓・腎臓・樺儒卜小博・眼球・その他（）  

2．私は、心臓が停止した死後、移植の為に○で囲んだ臓器を提供   

します。  （×をつけた臓器は提供しません）  

腎臓・膵廉，その他（）  

3．私は腋羊を提供しません。  

署名年月日：  年  月   日  
本人署名く自筆）：  

家族署名（自筆）：  
（可能であれlま、この雷恩義酔カードを繕っていること蟹知っている＃簑机そのことの搬の▲に書名してください．）  

注；■轟聯の暮且轟示に併せて、t簾への■義のt先提供の暮丘古豪示することができま丁．挽れ■にセ■されてい  

童す「1鵬檀ょが行わ九■■合」をご聯の上、豊■にrt義■動とご妃入くださし、．  

鹿＝臓器提供の意思表示に併せて、親族への臓器の優先提供の意思を表示するこ！   
東尭痩庭恭行お茹石頭言1妄譜  

案③（現行意思表示カードの様式に、親族優先提供の意思を表示する欄を設け  
当する1．2．3．の番号を○で囲んだ上で探供したい臓器を○で囲んで下さい〉  

1．私は、脳死の判定に従い、脳死後、移植の為に○で囲んだ臓器   
を提供します。  （×をつけた臓器は提供しません）  
心臓・肺・肝臓・腎巌・膵臓・小腸・眼球・その他（）  

2．私は、心腹が停止した死後、移撼の為に○で囲んだ臓器を提供   

します。  （×をつけた臓器は提供しません）  

腎臓■膵臓・その他（）  

親族優先提供意思記入欄 

＼
 
 

3．私は臓器を提供しません。  

署名年月日：  年  月   日  

本人署名（自筆）：  

家族署名（自筆）：  

（可能であれほ．この芳恩よ示カード壷繕っていることを知っている，換が．モのことのt綴の1に書名してください．）  

※ 注意事項は、記載のイメージとして掲載しています。   



第30回臓器移埴委員会資料一抜粋－  

臓器移植法改正に伴う意思表示方法の見直しについて  

Ⅰ 現行の意思表示方法について  

1 臓器提供意思表示カード（シール）  

∵
l
■
■
■
㌧
 
 
 

は●  

H  

弟．町叫一ノ  

臓器提供に関する意思を表示する書面については、本人が独自に作成すること  

能であるが、実際には、それを法の求めるところに適うものとして作成することは  

難であることから、厚生労働省及び（社）日本臓器移植ネットワークにより作成され  

＼
 
 

し
 
 

て
 
 

れ
 
さ
 
 

布
 
頒
 
 

るも  

臓器提供意思登録システム  

臓器提供に関する意思（臓器を提供する意思または提供しない意思）を書面によ  

表示していても、書面が見つからないことで、臓器提供に関する  の
 
 

と
 
 

明
 
 

不
 
 

思
 
 

意
 
 

扱
 
 となる場合があることから、より確実に本人の臓器提供の意思を確認するために  

日本臓器移植ネットワークにより運営されているもの  

Ⅱ 見直しに当たっての前提   

1 家族承諾による脳死判定・臓器摘出が可能  

⇒臓器を提供する意思がない場合には、提供しないという意思を表示していただく  

ことが重要であり、臓器提供の意思の有無について表示できる機会■環境を整える  

必要がある。  

2 親族へ臓器を優先的に提供する意思表示が可能  

⇒親族へ臓器を優先的に提供する意思は、臓器を提供する意思に併せて表示するこ   

とができるが、親族優先の制度について十分に理解した上で表示して頂くことが必   

要である。  

3 運転免許証等仁意思表示の記入欄が設けられることを想定  

⇒臓器提供に関する意思を確認するために必要となる一定の事項について、標準的   

記載事項として定めておくことが必要である。   



臓器提供意思表示カード・シール  

【臓器提供意思表示カード】  

（該当する1．2．3．の番号を○で囲んだ上で  

提供したい臓暑旨を⊂）で囲んで‾Fさい〉  

私臥脳死の判定に従い、鞄移植の為に○で囲んだ臓器  
を提供します。  （×をつけた闘共しません）  
心臓・肺・肝臓・腎臓・膵臓・小腸・眼球・その他（）  

私は、心臓が停止した死後、棚引定供  
します。  （×をつけた脚しません）  

J  
l．  

2．  

腎月蔵・膵臓・眼球・その他（  

3．私は、臓器を提供しません。  

署名年月日：  年  
本人署名（自筆）：  

家族署名（自筆）：  

【健康保険被保険者証】  

牲慮■l叩i▲拗1・を空けようとするときには、この詑をその都度保険医療極閲等の窓口  
で漉してくだきい。  

任所   

（×をつけた椚∬胴」甘肌しません，）  

心臓・ll■li・り「帖・■廿瞳・岬暇・小腸・川！球・その他（   ）  

Z 払は、心暇がI■二1止した○ヒ総、捌前の為に○でl川んだ昭H持を捏l伏します。   

（Xをつけ出椚仙川刑しません。）  

■膵臓・胴載巨川拍ミ・その他（  

3 臥は、臓；ぞ：‡を規り＝／ません。   

用■八刊名〉  

）  

ぐパ名年月IJ）  年  月  Il   

【臓器提供意思表示シール】  

札臥拙九曜圧逢、榊の為に0で目ん闇岩  
を㌔供します．   硯・ホ・I振イ匝・m・小■・恥  

・そ軸l  ）  



時  期   普及内容  
‾般の方 

15才未満のお子 様を持つご両親  

医療従事者  

法改正の慨要用知  
2月  

○臓宰提供に       l  

関する普及啓  】  
発の充実  l （社）日本版器移植ネットワークホームページの掲載  

I  

l  

l  

l  

l  

l  

l  l                                                          l 厚生労働省動画チャンネル（Y。uT。be）による普及啓発              l                                                             ：定期刊行物‥厚生労働  l  

l  l  

省令・ガイドライン  ○制度内容の   ≧■一三≡套 
改正時  ・ナ・ 

≧‘…≡  

匝する研修会！  

施行日  
7月17日  



主な普及啓発資材  （第1回臓器移植に係る普及啓発に関する作業班資料抜粋）  

資料名  
画像  内容   設置■配布場所  閲覧・入手方法  

（平均的な  自治体窓口、保  

年間配布数）  健所、郵便局、免  
許試験センター、  

入手   

コンビニエンスス  
トアに設置   

意思表示カード・  本人の意思表示  
シール  

○   ○   ○   ○   

（700万部）     ■  

リーフレット  瓜  意思表示の方法を解説   

（900万部）  した簡易なパンフレット   
○   ○  ○  

． ／三≠  

意思表示カード  郵便局、コンビニなど  

封入セット  店舗設置用カード・シー  
○   ○   ○   

（150万部）   
田  

ルセロハン封入セット  

小冊子  主に中学生レベル・－  

（50万部）   般の方を対象とした解  
○   ○   O 

■  説暮  

手記のシリーズ  移植者・臓器提供者な  

仙inktransplant  どの手記（年2－3号）  
○   ○   

（20万部／号）   V0l．11まで発行済  
■L      l＿＿√  

日本の移植幸作  

（3万部）   

○   ○  □ ！l．  を知りたい人を対象とし  

た解説■：  

大学生など詳しい内容  

【  



資料名  
画像   内容   設置・配布場所  閲覧・入手方法  

（平均的な  

年間配布数）  
自治体窓口、保  資料請求によ  
健所、郵便局、免  
許試験センター、  

る入手   

コンビニエンスス  
トアに設置   

絵本リーフレット  小学生レベルを対象と  

（5，000部）     した組み立て式パンフ レ ○   ○   

ット  

ニュースレター  移植希望登録者を対  

（13，000部）   象とした各臓器ごとの  
○   ○   

移植の実績に関する  
応w．J  

ニ′・ ■ ロ ● ■  

データをまとめたパン  
フレツト  

日本の移植事情  「日本の移植事情」と、  
解説書   「   その内容に沿って解説  

○  

（500部）   できる画像と解説書を  
セットにしたもの   

ポスター   
l   

正金阜施設、店舗やイ  

（2万部）  
ベント会場などに掲示  

○  
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－ Ⅰ －   



－ Ⅱ －   



参考資料2  

臓器の移植に関する法律の運用に関する指針（ガイドライン）一部改正新旧対照表  
（傍線部は改正部分）  

改  正  後  現  行  

第1 書面による意思表示ができる年齢等に   
関する事項   
臓器の移植に関する法律（平成9年法律第  
104号。以下「法」という。）における臓  
器提供に係る意思表示（親族に対し当該臓器  
を優先的に提供する意思表示を含む。）の有  

第1 書面による意思表示ができる年齢等に   
関する事項   
臓器の移植に関する法律（平成9年法律第  
104号。以下「法」という。）における臓  
器提供に係る意思表示の有効性について、年  
齢等により画一的に判断することは難しいと  
考えるが、民法上の遺言可能年齢等を参考と  
して、法の運用に当たっては、15歳以上の  
者の意思表示を有効なものとして取り扱うこ  
と。  

知的障害者等の意思表示については、一律  
にその意思表示を有効と取り扱わない運用は  
適当ではないが、これらの者の意思表示の取  
扱いについては、今後さらに検討すべきもの  
であることから、主治医等が家族等に対して  
病状や治療方針の説明を行う中で、患者が知  
的障害者等であることが判明した場合におい  
ては、当面、法に基づく脳死判定は見合わせ  
ること。  

こと 
。   

（新設）  

効性について、年齢等により画一的に判  断す  
壬＝■r  ることは難しいと考えるが、民法上の遺言可  

能年齢等を参考として、法の運用に当たって 
は、15歳以上の者の意思表示を有効なもの  
として取り扱うこと。   
知的障害者等の意思表示については∴一律  
にその意思表示を有効と取り扱わない運用は  
適当ではないが、これらの者の意思表示の取  
扱いについては、今後さらに検討すべきもの  
であることから、主治医等が家族等に対して  
病状や治療方針の説明を行う中で、患者が知  
的障害者等であることが判明した場合におい  
ては、当面、法に基づく脳死判定は見合わせ  
ること。  
（削除）  

墓ヱ＿ 盈卿引こ関す   
る事項  
L親族の範囲  

＿  

て  
、聯軒択し  
、鞭   
合において、配偶者については、届出をし   
ていないが、事実上婚姻関係と同様の事情   
にある者は除き、養子及び養父母について  
は、民法上の特別養子縁組粧よるものに限  
ること  
2 意思表示の方法   
親族に対し臓器を優先的に提供する意思  
は、鮒こ使用されるための臓器を死亡  
した後に提供する意思に併せて、書面によ  
り表示することができること。   
また、爛こ  
対し臓器を優先的に提供する意思が書面に   
より表示されていた場合には、当該臓器を   
当該親族を含む親族全体（1に規定する範   
囲の配偶者、二研こ提供  
する意思表示として取り扱うこ 
乙 親族関係等の確認   
親族への優先的な臓器のあっせんに際し   
ては、親贋関係及び当該親族本人であるこ  
とについて、公的証明書により  確認するこ  

ー1－   



上＿立＿  

親族関係について、移植希望者（レシ  
ザエント）の選択の際に親族関係を確認で  
ぎる公的証明書の入手が困難であることが  
明らかな場合には  入手可能なその他の公  
的証明書及び家族・遺族（複数が望ましい  
。）からの証言により、移植希望者（レシ  
ビェント）の選択を開始して差し支えない  
こと。ただし、可能な限り速やかに親族関   

係を確認できる公的証明書により確認する  こL 生 留意事項  

（1）瑚机こ提供する意思  
表示が有効に行われていた場合であって  
も、医学的な理由から、必ずしも親族に  
対し移植術が行われるとは限らないこと  

（す）親族へ臓器を優先的に提供すること  
を目的とした自殺については、これを防  
ぐ必要があること。  

レシピエント）登録をした者がいる  
親族へ臓器を優先的に提供する意思を書  
面により表示していた場合に、当該意思  
表示を行った者が自殺を図ったときには  
、親族への優先的な臓器のあっせんは行  
わないこと。この場合には、移植術に使  
用されるための臓器  を死亡した後に  
する意思が書面により表示されていたも  
のとして取り扱うこと。  

（  

（1に規定する範囲の配偶者、子及び父  
母）．卿こ提  
供する意思が書面により表示されていた  
場合は、優填摘録削こ係る意思表示は無効  
であること  この場合には  移植術に使  
用されるための臓器を死亡  した後に提供   
する意思が書面により表示されていたも   
のとして取り扱うこL  
（噸引こ痕定する   
意思が書面により表示されており、その   
他の者に対する臓器提供を拒否する意思   
が明らかである場合は、親族に限定する  
場合も含め、脳死・心臓死の区別や腱墨  
の別に関わらず、当該意思表示を行った  
者に対する法に・基づく脳死判定及びその  

者からの臓器摘出は見合わせるこL  第3～4 （略）  第2～3 （略）  

塞旦．脳死した者の身体から臓器を摘出する   
場合の脳死判定を行うまでの標準的な手順   
に関する事項  
1～2 （略）  
3 連絡を受けた臓器移植ネットワークにお   
いては、直ちにコーディネーターを派遣す   
ること。派遣されたコーディネーターは、   
主治医から説明者として家族に紹介を受け   
た後に、家族に対して、脳死判定の概要、  

墓A 脳死した者の身体から臓器を摘出する   
場合の脳死判定を行うまでの標準的な手順   
に関する事項  
1～2 （略）  
3 連絡を受けた臓器移植ネットワークにお   
いては、直ちにコーディネーターを派遣す  
ること。派遣されたコーディネーターは、  
主治医から説明者として家族に紹介を受け  
た後に、家族に対して、脳死判定の概要、  

－ 2 －   



臓蕃移植を前提として法に規定する脳死判  
定により脳死と判定された場合には、‘法に  
おいて人の死とされていること、本人が臓  
器を提供する意思及び脳死判定に従う意思  
を書面で表示し、かつ、家族が臓器提供及  
び脳死判定を拒まない場合に、脳死した本  
人から臓器を摘出することができること等  
について必要な説明を行うとともに、本人  
が書面により脳死の判定に従い、かつ臓器  
提供に関する意思を表示しているか否かに  
ついて、また親族に対して臓器を優先的に  
提供する意思を表示しているか否かについ  

臓器移植を前提として法に規定する脳死判  
定により脳死と判定された場合には、法に  
おいて人の死とされていること、本人が臓  
器を提供する意思及び脳死判定に従う意思  
を書面で表示し、かつ、家族が臓琴提供及  
び脳死判定を拒まない場合に、脳死した本  
人から臓器を摘出することができること等  
について必要な説明を行うとともに、本人  
が書面により■脳死の判定に従い、かつ臓器  
提供に関する意思を表示しているか否かに  
ついて書面により確認すること。また、家  
族が、脳死判定を行うこと及び臓器を提供  
することを拒まない意思があるか否かにつ  
いて確認すること。   

工書面により確認すること。また、家族が  
、脳死判定を行うこと及び臓器を提供する  
ことを拒まない意思があるか否か置こついて  
確認すること。  
を提供する意来に併せて、族  

に  
表示していることが書面により確認された  
場合には、親族への優先提供に関して必要  
な説明を行うとともに、該当する親族の有  
無及び当該親族の移植希望者（レシピェン   
ト）登録の有無について把握すること。  
主治医は、家族が希望する場合には、こ   
れらの者の説明に立ち会うことができるこ  

・と。  
なお、説明に当たっては、脳死判定を行   
うこと及び臓器を提供することに関する家   
族の承諾の任意性の担保に配慮し、承諾を   
強要するような言動があってはならず、説   
明の途中で家族が説明の継続を拒んだ場合   
は、その意思を尊重すること。また、家族   
の置かれている状況にかんがみ、家族の心   
情に配慮しつつ説明を行うこと。   

4 （略）   

第6～14 （略）  

主治医は、家族が希望する場合には、こ  
れらの者の説明に立ち会うことができるこ  
と。   
なお、説明に当たっては、脳死判定を行  
うこと及び臓器を提供することに関する家  

任  
な言動があってはならず、説  

族の承諾の  
強要するよう  
明の途中で家族が説明の継続を拒んだ場合  
は、その意思を尊重すること。また、家族  
の置かれている状況にかんがみ、家族の心  
情に配慮しつつ説明を行うこと。  

4 （略）   

第5～13  （略）  

－ 3 一   



意思登録システムにおける親族優先提供意思の登録方法について  ○   

臥烏死の判華嘆い．阻柳暮ヒ0畿劃した■瞥t鮒し書す．  

臓器提供に関する意思を選択し、名前や住所  
などの個人情報を入力します。  

臓器を提供する場合は、1番か2番、あるいは  

1番と2番を選択し、個人情報を入力して「次  

へ」進むと、「臓器を提供する意思を表示した  
方へ」というページに進みます。  

事托し脚岬ん】  

●肝月 IQ     ■  

●頗18    ■  

●蜘  ●モ鍼   

臥心桝止した死■．椰のさにOt■択した鯖モー穐レ計れ  

●モ¢熊襲  

登蛸諾海蝕衰胡乱腫脚．  

国章．札臥■♯モ糾しません．   
潅■攣・モ州は尊く．  

勒
即
褐
萱
 
0
 
 ■二云i■■1  





3   







6   
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参考資料4  

改正法の一部施行（親族優先提供に係る部分）に関する周知状況   

第2回作業班で御議論いただいた内容に沿った形で、以下のとおり、周知活  

動を実施したところ。  

改正法全般に関する周知  

ポスター掲示（官公庁・医療施設等）  

厚生労働省及び日本臓器移植ネットワークホームページへの掲載  

定期刊行物：厚生労働（12月号） 等  

親族優先提供に関する周知  

1．一般の方に対する周知   

■厚生労働省及び日本臓器移植ネットワークホームページへの掲載  

・厚生労働省動画チャンネル（You Tube） 

・ジャクラビジョン（自動車教習所設置）  

・意思表示カード設置箱用ポップ  

・定期刊行物：厚生労働2月号（予定）  

・政府公報（政府公報オンライン、テレビ番組（予定）） 等   

2．システム登録者へのお知らせ  

・メールアドレス登録者に対するメール  

・登録者への手紙   

3．レシピエント登録者（ご家族）へのお知らせ  

1．の普及啓発に加えて、ご家族用パンフレットを送付   

4．医療従事者への周知  

1．の普及啓発に加えて、関係学会のホームページを通じた周知   

5．その他  

・都道府県担当者・都道府県コーディネーター会議の開催   
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考資料 5  

学校教育における現状  

広島県教育委員会事務局生涯学習部  
スポーツ振興課学校体育係 黒田康弘   

1 ′ト学校，中学校での現状  

学習指導要領に示された「道徳」の内容の一部（関連分抜粋）  

学校種及び学年  内容   

第1学年及び第2学年  生きることを喜び，生命を大切にする心をもつ。  

ノト学校       第3学年及び第4学年  生命の尊さを感じ取り，生命あるものを大切にする。  

第5学年及び第6学年  生命がかけがえのないものであることを知り，自他の生命を尊重する。   

中学校  生命の尊さを理解し，かけがえのない自他の生命を尊重する。   

※ 資料は，暁教育図書，光村図書，教育出版，の抜粋  

2 普及啓発へのアプローチ  

（1）前提  

○ 生徒は，担当の教師の言動に左右されやすいものである。また，家に帰り学校での話題を家   

族に話し，意見を求めることがあるd  

○ 臓器移植については、いろいろな考え方を持つ生徒・保護者がいる中で，学校で扱う内容と   

しての説明責任が生じたとき，学校や教育委員会には，学習指導要領のような確かな根拠がな   

い。  

（2）普及啓発へのアプローチ  

○ ′ト学校・中学校へは学習指導要領の内容の範囲で扱えるよう「ドナー登録をしましょう」を   

前面にしたものではなく，「生命の尊さ，自他の生命の尊重」を前面にした，普及啓発資料に   

する。  

○ 教師に対する学習資料は継続して提供する。その際も，学習指導要領の内容の範囲を意識し   

たものにする。  

○ 現在も親子向けの啓発資料があるが，保護者に対する学習資料の提供についても，学校で扱   

うものとして作成する。  

○ 道徳の副読本には∴現在も手記などが掲載されている。「副読本にも載っているということ」   

が学校で扱う根拠になっていることから，継続して載せることができるよう，関係出版社へ情   

報提供などの協力をする。   
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」
や
 
 

q
 
有
」
針
考
え
萩
い
七
宋
の
サ
イ
ン
だ
と
腋
じ
た
。
 
 
 

丁
し
ん
尤
に
曹
ち
ん
ト
音
い
て
い
る
ん
だ
か
ら
意
思
針
か
な
え
て
あ
げ
よ
テ
か
。
」
．
 
 

T
さ
ん
伊
言
葉
に
、
賓
も
長
女
も
同
意
⊥
た
。
 
 

l
ヽ
’
ヽ
■
－
 
病
儲
か
ら
淑
酎
を
受
け
賢
－
デ
ィ
ネ
去
－
が
到
着
、
臓
最
終
に
つ
い
義
明
蔓
け
 
 

た
。
提
供
の
意
思
に
変
わ
う
な
い
こ
L
哲
、
何
度
も
や
り
取
り
レ
た
。
・
 
 

一
丸
ひ
．
 
 
 

事
故
か
ら
三
日
目
の
朝
、
眠
っ
．
て
い
る
よ
う
な
理
恵
さ
ん
に
別
れ
を
丘
居
た
。
血
色
は
よ
て
、
 
 

手
も
温
か
か
っ
た
。
が
、
名
前
を
何
度
呼
ん
で
も
、
日
な
阻
け
る
，
㌧
と
は
な
か
っ
た
。
誕
の
希
 
 

・
▼
ひ
▲
て
さ
し
I
ウ
．
 
望
で
、
美
し
か
サ
た
目
と
皮
膚
だ
け
は
、
持
出
し
な
い
こ
と
に
し
た
。
．
・
 
 
 

理
恵
さ
ん
は
と
て
も
健
康
だ
っ
た
。
事
故
に
よ
る
担
傷
は
脳
以
外
に
は
は
と
ん
J
な
か
つ
た
。
 
 

滴
出
さ
れ
た
臓
器
は
移
植
を
待
つ
七
人
の
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
の
元
に
運
ば
れ
、
移
植
は
成
功
し
た
バ
 
 

れ
い
も
ん
し
ウ
 
 
 

摘
出
が
終
わ
っ
た
痙
東
宮
ん
は
痛
院
の
霊
安
室
へ
運
成
れ
鳶
。
お
気
に
入
b
だ
っ
た
白
い
ド
・
 
 

レ
ス
な
着
せ
た
。
コ
レ
デ
ィ
ネ
一
夕
ー
が
白
い
カ
サ
ブ
ラ
シ
カ
の
花
束
な
理
恵
さ
ん
欄
胸
に
さ
 
 

．
は
な
よ
め
†
が
ぢ
 
 

さ
げ
た
。
．
ま
る
で
花
嫁
姿
の
よ
・
㌢
ガ
っ
た
。
 
 

．
・
霊
安
室
の
ド
ア
が
少
し
開
い
て
、
病
院
長
が
、
 
 

「
お
嬢
さ
ん
に
、
お
焼
香
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
」
 
 

て
い
た
。
百
人
以
上
が
並
ん
で
い
た
。
 
 

r
お
嬢
さ
ん
は
本
当
に
よ
く
や
っ
て
く
れ
ま
し
た
り
何
人
も
の
命
な
救
っ
て
く
れ
ま
し
打
。
」
 
 

句
ふ
だ
 
 

院
長
の
言
葉
に
涙
が
こ
ら
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
 
 
 

「
人
々
に
『
生
』
を
も
た
ら
し
た
娘
の
七
つ
の
宝
石
。
移
植
を
受
け
た
七
人
の
中
に
理
窟
は
 
 

生
き
て
示
る
。
」
T
さ
ん
は
そ
う
感
じ
て
い
る
。
 
 

と
申
し
出
た
。
 
 

「
ど
｝
ぞ
。
J
 
 

と
ド
ア
孝
開
け
る
と
、
そ
こ
に
は
、
病
院
中
の
医
師
、
 
 

榔
が
療
、
ケ
紅
キ
つ
の
宝
声
 
 

看
護
弼
職
員
ら
の
覇
酔
の
列
が
．
で
鼠
 
 

＊
脳
死
 
 

大
脳
鋸
び
脳
幹
の
全
機
 
 

能
が
停
止
し
て
い
る
状
 
 

巧
 
 

＊
ド
ナ
ー
カ
ー
ド
 
 

臓
串
托
供
の
憲
孟
を
免
 
 

入
す
る
カ
ー
ド
。
 
 

3  

rかけがえゎない命」◆につい  

て考えたことを話し合いま  
しょう．  

l  

理恵さんは，どのような考え  

からドナーカー’ドにサインし  
たのでしよう。  

2  

でさんは，どんな患いで  

r人々に一生jをもたらした  

娘の七つの宝石」と言らたの  
でしょう。   

こ
は
テ
レ
 
 

新
聞
記
事
 
【
凰
小
林
マ
キ
 
 

＊
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
 
 

臓
＃
移
植
が
即
断
に
公
 
 

平
に
尭
さ
れ
る
よ
う
 
 

に
壁
を
す
る
人
。
．
 
 
 

＊
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
 
 

移
植
を
受
け
る
候
補
者
 
 

の
こ
と
。
 
 

［出典〕■  
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・◎。け－カ」ド   

「
ド
ナ
ー
カ
ー
ド
」
首
知
り
て
い
ま
す
か
。
正
式
名
称
を
「
臓
器
臆
供
意
思
表
示
ガ
ト
ド
」
 
 

七
い
い
患
す
。
 
 

人
が
「
脳
死
」
状
個
（
脳
全
体
の
働
き
が
な
く
な
り
、
生
食
儲
挿
洛
置
の
助
け
が
な
け
れ
 
 

温
ち
い
 
 

中
 
 

ば
亡
く
か
つ
て
し
守
っ
状
態
）
・
に
陥
っ
た
時
、
そ
の
臓
器
を
ほ
か
の
人
に
遣
供
す
る
こ
と
が
 
 

可
能
で
す
。
も
し
自
分
が
そ
う
い
う
状
態
に
陥
っ
た
時
、
膿
繹
を
故
供
心
慮
す
、
あ
る
い
は
 
 

し
ま
せ
ん
、
と
い
う
意
思
を
示
す
た
め
に
持
つ
の
が
「
ド
ナ
ー
カ
ー
ド
」
で
す
。
 
 
 

移
植
で
し
か
助
か
ち
な
い
命
、
・
治
療
は
で
き
な
い
万
れ
ど
む
移
牒
す
れ
ば
健
康
を
回
復
で
・
 
 

＿
と
ヤ
っ
病
気
が
あ
り
ぎ
す
ぷ
孟
計
顛
な
が
ち
要
す
急
襲
替
れ
 
 

旦
機
会
を
何
年
も
待
っ
て
い
る
人
た
ち
が
、
た
く
さ
ん
い
享
∵
 
 

一
方
、
臓
器
を
提
供
す
る
体
は
、
脳
．
の
機
能
が
失
わ
れ
て
い
・
る
七
は
い
・
n
て
も
、
ハ
心
臓
が
．
・
 
 

b
む
 
働
き
、
体
温
は
温
か
く
、
．
ま
る
で
た
だ
眠
っ
て
い
る
だ
け
の
よ
夙
に
見
え
ま
ず
栗
丘
ゐ
冷
を
 
 

絶
ち
切
そ
」
と
に
－
よ
言
、
一
臓
器
提
供
が
町
能
美
な
り
ま
す
。
1
 
 
 

そ
t
て
、
提
供
き
れ
る
人
．
（
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
）
に
も
、
提
供
す
る
人
・
（
†
ナ
ー
∵
に
も
、
 
 

豪
族
や
友
人
が
い
・
ま
す
。
・
 
 

さ
い
 
 
脳
死
で
臓
器
を
纏
供
で
き
る
の
は
ト
十
五
歳
か
ら
で
す
。
 
 

自
動
車
の
運
転
免
瀞
を
取
得
し
た
A
さ
ん
∵
 
 
 

こ
の
春
、
高
校
を
卒
業
し
ま
し
た
。
友
達
と
一
・
偏
に
自
動
車
教
習
所
に
適
い
、
占
動
 
 

．
も
ん
讐
よ
 
 

皐
の
運
転
免
許
を
取
得
し
ま
し
た
∵
そ
の
時
、
運
転
免
許
セ
ン
タ
1
に
患
い
て
あ
っ
た
・
 
 

入
れ
て
し
ま
ケ
の
は
む
．
っ
た
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
臓
器
痕
供
の
意
志
碇
同
 
意
し
ま
し
た
。
「
ド
ナ
ト
か
ー
ド
」
は
運
転
免
許
証
と
と
も
に
．
い
つ
も
携
帯
し
て
い
ま
 
す
。
∴
 
 

「
ド
ナ
ー
カ
ー
ド
」
の
説
明
を
読
み
ま
し
た
。
 
 

．
あ
・
 
 
 

も
し
交
通
事
故
に
遭
つ
て
命
を
落
と
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
使
え
る
臓
潜
ま
で
お
墓
に
 
 

テ
レ
ゼ
で
腰
帯
移
植
の
エ
ー
ー
ス
を
見
て
い
た
時
、
小
学
生
Ⅵ
上
の
娘
が
こ
ん
な
こ
 
 

と
を
首
・
い
ま
し
た
。
「
わ
た
し
も
風
気
で
因
っ
て
い
・
る
人
の
た
應
に
自
分
の
臓
器
を
提
 
 

供
し
た
い
な
。
ね
、
え
、
い
い
で
し
ょ
、
．
お
母
さ
ん
〕
 
．
裏
盤
軋
翳
り
言
落
詠
つ
ぐ
り
で
す
。
な
ん
と
立
派
な
．
ん
だ
ろ
う
ど
さ
え
思
い
ま
す
。
 
 

だ
け
ど
、
考
え
て
く
だ
さ
い
。
自
分
の
か
わ
い
い
娘
の
心
臓
が
動
い
て
い
る
．
の
に
、
息
．
烏
 
 

を
し
て
い
る
の
に
臓
器
を
取
り
出
す
な
ん
て
、
．
わ
た
し
に
は
で
き
ま
せ
ん
。
娘
の
青
葉
 
 

に
返
事
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
．
 
 
 

ド
ナ
ー
カ
」
ド
を
持
っ
て
い
る
会
社
員
C
さ
ん
 
 
 

わ
た
し
は
父
の
死
を
き
っ
か
け
に
「
ド
ナ
ー
カ
ー
ド
」
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 
 

二
人
の
子
供
を
持
つ
主
婦
B
さ
ん
 
 

た
と
え
愛
す
る
人
が
死
ん
で
し
蚤
っ
て
も
、
そ
の
減
群
が
ほ
か
の
だ
れ
か
の
体
の
中
で
生
き
続
け
て
い
て
く
 
 
 

ー
．
カ
ー
．
．
ド
『
編
集
委
見
合
 
 

このカードは常に携帯してください。  あなたの意思表示ありがとう  
厚生労働省・（社）日本臓器移植ネットウーウ  
ドナ・一情報用全国共通三重絡先：0120－22－0149  



●■◎．ドナーカード  
家
族
が
「
ド
ナ
ー
カ
」
ド
」
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
D
さ
A
．
 
 

．
わ
た
し
の
夫
は
「
ド
ナ
ー
か
ー
ド
」
を
持
・
つ
て
い
ま
す
。
「
お
れ
・
に
何
か
あ
つ
た
と
き
に
は
、
必
ず
使
え
る
臆
 
 

．
器
は
困
っ
て
い
る
人
に
捷
併
ん
て
く
れ
ピ
こ
れ
が
夫
の
ロ
ぐ
せ
で
す
。
 
 
 

▲
虜
す
る
人
の
気
持
ち
は
最
大
恨
尊
重
し
た
い
と
思
っ
て
・
い
ま
す
が
で
も
」
い
ぎ
と
な
・
つ
た
時
に
、
は
た
し
て
▲
 
 

夫
の
体
に
メ
ス
を
入
れ
さ
せ
■
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
今
の
．
わ
た
し
で
は
イ
エ
ス
と
も
ノ
ー
と
も
い
え
・
 
 

な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
わ
か
ら
せ
い
し
ハ
決
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と
も
っ
と
夫
婦
で
た
く
さ
 
 

．
ん
会
話
毯
⊥
て
、
い
ち
ば
ん
納
得
の
イ
き
る
答
え
を
見
・
ウ
け
て
い
㌢
た
い
と
思
い
ま
す
。
∵
 
 
 

台
凝
を
定
年
退
職
し
乍
j
A
 
 

し
▲
払
い
 
 
下
ナ
ト
カ
」
ド
に
は
署
名
し
思
せ
ん
。
わ
た
し
は
六
十
歳
に
な
る
今
ま
で
、
病
気
一
．
つ
し
た
こ
と
が
為
り
ま
 
 

じ
サ
み
上
、
つ
 
せ
ん
。
．
自
分
の
体
に
は
寿
命
と
・
い
、
つ
も
伊
が
あ
り
ま
す
。
▲
だ
か
ら
、
そ
の
寿
命
が
つ
点
る
吏
て
清
い
・
つ
ば
廿
生
 
 

と
ヽ
●
▲
’
 
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
．
途
中
て
と
ぎ
れ
て
し
ま
う
命
も
あ
き
．
思
い
ざ
す
。
し
か
し
、
そ
れ
も
そ
の
人
の
運
 
 

命
て
は
な
い
で
し
t
う
か
。
 
 

い
川
Y
一
・
’
 
 

・
今
は
医
虜
技
術
が
発
達
し
諷
し
た
。
し
か
し
、
決
め
ら
れ
て
い
．
る
鼻
命
キ
技
術
を
駆
使
し
て
延
ば
す
こ
と
 
 

に
は
抵
抗
が
あ
り
ま
す
。
自
分
に
†
え
ら
れ
た
寿
命
せ
清
い
っ
．
ば
い
生
き
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。
 
 
 

れ
た
ら
、
罰
俸
は
失
わ
れ
て
む
々
の
精
神
は
ご
．
の
世
に
存
在
す
る
J
ぅ
な
泉
が
す
る
の
で
す
。
勝
野
訂
植
で
働
 
 

か
っ
た
命
が
ま
た
次
の
命
に
つ
な
．
が
っ
て
い
イ
。
そ
し
て
そ
の
ま
た
次
の
命
へ
。
遍
器
を
捷
傾
す
る
こ
と
で
つ
 
 

針
が
る
命
。
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
ど
思
い
諷
す
べ
 
 

㌧
ゆ
い
い
っ
 
 
ぽ
く
の
兄
は
、
去
年
心
臓
の
病
気
で
な
ぐ
な
り
ま
し
た
。
・
命
を
助
け
る
た
め
の
臓
二
の
手
段
が
臓
器
移
植
で
 
 

し
た
。
．
し
か
し
、
そ
れ
も
か
な
わ
ぬ
ま
ま
三
十
七
歳
の
若
さ
で
な
く
な
り
ま
し
た
。
 
 

も
し
、
・
み
の
時
、
兄
・
に
争
っ
ド
ナ
」
の
方
が
い
た
ら
、
兄
は
助
か
つ
た
か
も
し
れ
ま
．
せ
ん
。
移
濁
さ
れ
た
臓
 
 

器
鳩
、
そ
の
人
の
中
で
も
う
ー
虔
生
き
て
い
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
り
ド
ナ
ト
カ
ー
下
に
よ
り
敬
え
る
命
が
み
る
．
 
 

ん
で
す
。
・
ば
く
の
よ
う
な
思
い
．
を
す
る
人
が
い
な
い
よ
ナ
に
、
た
ぐ
さ
ん
の
人
に
ド
ナ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
ほ
 
 

し
い
と
思
い
ま
す
。
 
 
 

病
院
に
勤
務
す
る
看
瀞
師
の
G
さ
ん
 
 

ち
り
上
ヽ
つ
 
脳
死
状
態
の
患
者
さ
ん
は
、
病
協
の
集
中
治
療
室
に
収
屠
さ
れ
ま
す
。
か
た
し
の
病
院
に
も
い
ま
す
。
呼
吸
 
器
を
つ
け
て
い
ま
す
が
、
勤
や
爬
も
伽
び
ま
す
。
ヒ
ゲ
を
そ
う
て
あ
げ
る
時
に
、
カ
ミ
ソ
リ
を
強
ぐ
あ
て
す
ぎ
 

る
と
、
血
が
に
じ
ん
で
き
ま
す
。
胸
に
耳
を
み
て
る
ど
心
臓
の
官
も
聞
こ
え
ま
す
。
体
も
あ
た
た
か
い
の
で
す
。
 
 

か
ん
し
じ
†
 
 

こ
の
患
者
さ
ん
ば
ま
ぎ
れ
も
な
く
生
き
て
い
ま
す
。
 
 
 

病
院
の
受
付
に
ド
ナ
ー
カ
ー
ド
が
置
い
て
あ
り
ま
す
。
だ
け
ど
、
わ
た
し
は
ド
ナ
ー
カ
ー
ド
を
持
て
ま
せ
ん
。
 
 
 

家
儲
を
杜
病
て
な
く
も
．
た
F
さ
ん
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